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High-spccd pcrform乱11cc is one of quality which rcqucstcdfor rclnOtC Visllalization with
large-LqCalc scicllCC and tcclmology computing･ Howcvcr, it is considcrcd that trallSmission
delay of network is a bottleneck factor･ In this research･ We discllSS the redtlCtion of data
transmission in order to realize high-speed remote visualization･ Concretely, We make clear
some problems of visllalizatioll data transmission by llSlng TCP protocol, and as one of the
solutions, wc implcmcntcd RBUDP(Rcliablc Blast UDP) protocol which is high-spccd qllality
and rcliancc qualitywith our rcmotc visualization system. In addition, wc implcmcntcd par-
allel processing of data transmission with multithread i60rder to investigate relation between
visllalization data transmission form and tlSelesS latency･ Then, we have evaltlated in long-
distance network environment that Tbhoktl University alld Kyoto University are connected to
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送信レートの増加に伴い.データ転送時間が削減 
4.3考察 
ふ4&3&lBTF2P,tRBUDPにおけるデータ転送時間 
一-- 
｡RBUDPの送信レートを200.300【Mbps】とした 
場合,パケットロスが発生し,Tl--タ転送効率 
が低下 
'ボトルネック100【Mbps]のため,パケットロスが 
大量に発生し.再送処理が繰り返された鯖果. 
スループットが低下 
.送信レートが動的に変化しないため,他の通信の 
影響を受ける環境下での対応は検討が必要 ZB 
4.3考察
4.3.2逐次転送と並列転送における
データ転送時間の比較(2)
RBUDPの送信レートを増加させることで.データ
転送時間の削減を確認
.専用線を用いた場合.ネットワーク帯域を考慮して
RB〕DPの送信レートを設定し並列に転送することで,
高速な遠隔可視化が実現できる
送信レートを90. 100[Mbps]と設定した場合.
パケットロスが多発し可視化処理が完了しない
問題も生じた
.ネットワークの問題ではなく.クライアントマシンの性
能に因るものと思われる
30
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5.結論 ?
｣寸-- ?
1.結論 ??
･､1ふ5.1結論(2) 
■- 
｡分割可視化おけるクライアントの待ち時間を 
削減するために,可視化データの転送を並列 
化し,同様に性能評価実験を行った 
.クライアントにおける待ち時間の削減と共に,他の 
レンダリングノードのトラフィックへ与える影響が 
少ないことも確罷 33 
一一.⊥5.1結論(1) 
一- 
'遠隔可視化処理の高速化を目的として,ネット 
ワークにおける伝送遅延の削減のため,RBUDP 
を遠隔可視化システムに実装し,性能評価実験 
を行った 
'帯域を考慮した送信レートでのRBUDPの使用により. 
伝送遅延の削減を確認 
■送信レートのボトルネックオーバー時におけるRBUDP 
の問題点を確皆 
32 
ふ5.1結論(3) 
-, I今後の課題 
.様々なネットワーク環境下での高速化臭現 
.レンダノングを行うためのリソースと速度の関係性や, 
その結果必要とされるネットワークパフォーマンスとの 
関係性を調査 34 
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